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〇 森は日に日に緑が深くなっていく季節。そんな植物に包まれて、 

動物たちも元気！元気！             aiko. 

 

★ 都市公園で自然観察会 県立春日公園での自然観察会（１５1 回） 

日時：７月 20 日（土）１０時から１２時まで  集合場所：公園の中央付近にある自然あそび館  

「問い合わせ先」 担当：田村耕作 Tel 090-8220-6160(田村の携帯) 

参加費 会員２００円 一般 ３００円  生きものに関心のある方ならどなたでも 
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自自然然感感  
３４８ 

 



注意 各団体とも、様々な状況により、下記の予定も当日でも変更になることがあります。詳しくは各団体にお問い合

わせください。 

日本野鳥の会 福岡支部  主催   ※一般参加費：300円（中学生以下無料）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                           日本野鳥の会 筑後支部        

 

 

 

 

  

福岡植物友の会   

 

 

 

 

 

三国丘陵の自然を楽しむ会 主催     

http://mikunikyuryo.blog107.fc2.com/ 久留米の自然を守る会                                      

                                   

 

 

 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            

 

 

和白干潟を守る会  
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７月２８日（日）８月２５日（日） 

久末ダム探鳥会（福津市） 

時 間：8:00～11:00 

集 合：久末ダム多目的広場横駐車場  

問合せ：0940-33-7846（高原和幸） 

 

７月２１日（日）８月１８日（日） 

天拝山探鳥会（筑紫野市） 

時 間：8:00～11:00 

集 合：天拝山歴史自然公園 

問合せ：090-7165-5026（重松） 

 

８月４日（日） 

今津探鳥会（福岡市西区） 

時 間：8️:00～11：00 

集 合：玄洋高校西側道路 

問合せ：090-8220-6160（田村耕作） 

 
７月１３日（土）８月１０日（土） 

大濠公園（福岡市） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：ボート乗り場前 

問合せ：0920-573-1827（森健児） 

 

８月１１日（日） 

和白海岸探鳥会（福岡市東区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：JR 和白駅前の公園 

問合せ：092-606-0012（山本廣子） 

 

８月６日（火） 

県営春日公園（春日市） 

時 間：10:00～12:00 

集 合：音楽堂ステージ側（第５Ｐ）

問合せ：090-8220-6160（田村耕作） 

詳細はお問い合わせください。 

問合せ：0942-43-7959（河内俊英） 

 

７月２７日（土） 

クリーン作戦と自然観察会 

時 間：15：00～17：00 

集 合：海の広場 駐車場なし 

長靴・軍手があると便利 

問合せ：090-1346-0460（田辺スミ子） 

 

 

 

筑紫神社と五郎山古墳公園 

７月２１日（日） 

詳細は問合せください。 

森部 實（092-862-1858） 

７月と８月は、探鳥会はお休みです。 
暑さもあり、野鳥も少ない時期なので 

問合せ：090-7159-3933（松富士） 

 

９月７日（土） 

集 合：九州歴史資料館 

第１駐車場 

時 間：9:30～12:00 

（早めに終わるかもしれません）   

問合せ：092-920-3072 

参加費：大人 200 円  

８月の観察会はお休みです。 

コロナ対策：ブログにて確認 

ブログ 「三国丘陵の自然を楽しむ会」で 

検索 

７月２７日（土） 

定例会議 

時 間：12：00～14：00 

集 合：和白干潟を守る会事務所 

問合せ：092-606-0012（山本廣子） 

http://mikunikyuryo.blog107.fc2.com/


くすのき ２０２４年７月号投稿原稿-本のむし    Nais-fukuoka 福岡県自然観察指導員連絡協議会 
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今回は、６月１日（旧暦４月２５日）～６月３０日（旧暦５月２５日）   

までのデジカメ日誌です。(文・写真 本のむし) 

６/２（旧 4/26）志免町 

ケリ。古賀や新宮で繁殖していたが、

この辺でも繁殖？ 住宅地が増え水

田が減っているようだが・・・ 

６/２（旧 4/26）粕屋町大隈 

多々良川流域下水道のマンホー

ル。中央に福岡県章、周りは宇

美・志免・粕屋・篠栗・須惠の町花 

６/２（旧 4/26）粕屋町大隈 

カワウが羽干し中。潜水に特化し

て油っ気のない羽根なので、水

鳥なのに干さないと沈むとか・・。 

６/９（旧 5/4）福岡市博物館 

周船寺・丸隈山古墳の水鳥埴輪。

嘴はカモのようだ。日本でのアヒル

がいつから飼育されたかまだ不明 

６/２（旧 4/26）福岡市箱崎恵光院 

樹齢二百年の菩提樹の花が満

開。微かな香りが優しい。アオイ

科。お釈迦様の菩提樹はクワ科 

６/２１（旧 5/16）筑紫野市天拝坂 

赤っぽいチョウ。コナラの周りで 

たくさん飛んでいた。これもムラ 

サキシジミかな。 

６/１８（旧 5/13）筑紫野市天拝坂 

ムクゲで休むウラナミジャノメ。絶

滅危惧Ⅱ類。何かに襲われたか

下翅が少し欠けている。 

６/１４（旧 5/9）筑紫野市天拝坂 

ムクゲの花蜜に来たクマバチ。

良く観ると花芯ではなく外側から

花の付け根を齧っているのか。 

６/９（旧 5/4）福岡市博物館 

早良の吉武高木遺跡出土の甕棺

に線刻されたシカ。稲作儀礼と死

者の再生のシンボルという。 

６/１４（旧 5/9）太宰府市五条 

マガモの形質の残ったアヒル。合

鴨農法で使われ、逃げ出したの

かな。人との関わりは古そうだ。 

６/２３（旧 5/18）筑紫野市天拝坂 

梅雨の雨の中スズメの幼鳥がきょろ

きょろして鳴いている。嘴の黄色い馬

蹄班と頬の斑も少し黒味が出てる。 

６/３０（旧 5/25）福岡市東区箱崎 

禅寺の庭にシナノキ属の実が付

いている。果実は秋ではないの

か？これもボダイジュなのか？ 

６/２（旧 4/26）粕屋町大隈 

道端のスイバの葉をコガネムシ

がサクサク食べていた。果樹園な

どでは嫌われてるが・・ 

６/９（旧 5/4）大野城市若草 

ヒルガオの葉だろうか、葉に丸い

虫食い穴が沢山。ジンガサハム

シの食痕か？ 

６/２１（旧 5/16）筑紫野市天拝坂 

コナラの葉に２㎝程のハラビロカ 

マキリ。付近に兄弟は見えないの 

で巣から離れて一人立ちか。 

６/１５（旧 5/10）筑紫野市天拝坂 

コナラへ羽音を立てて来た。ゴマ

ダラカミキリ？侵入生物にツヤハ

ダゴマダラカミキリがいて要注意 



春日公園自然観察会 令和 6 年 6 月 15 日（土）【参加者数】６人【担当】、田村耕作 

観察は、自然あそび館～芝生広場・調整池の小さな用水路を巡り～自然あそび館にもどった。 

観察内容 晴れ、２６℃で開始。お昼には３０℃と、気温上昇した。調整池の小さな用水路沿いに生きものを観察しつつ、

一周した。 

植物 ネジバナ（初）、ウチワゼニクサ、イヌガラシ、キツネノボタン、トキワハゼ、オオバコ（花）、 

ヒナギキョウ、スズメノテッポウ、カワジシャ、ヤマモモ、 

昆虫 モンシロチョウ、シオカラトンボ♂♀、ハラビロトンボ♂、コシアキトンボ、ヒラタアブの仲間、ウスベニスジヒ

メシャク、シヨウジョウトンボ♂♀、ベニシジミ、オオシオカラトンボ♂ 

野鳥 ムクドリ、メジロ、ハシボソガラス、ヒヨドリ、ハシブトガラス、キジバト、ツバメ、スズメ、コゲラ、 

   シジュウカラ、ハクセキレイ（幼鳥） 

その他 メダカ（群れ）、ジャンボタニシ（スクミリンゴガイ）、アメリカザリガニのハサミの部分 

感想（参加者の声）  

・ネジバナ（花）をたくさん観察する機会があり、うれしかった。 

・ウチワゼニクサ、用水路内と地上で、葉の大きさの違いがよく分かった。 

・チドメの仲間が色々存在することを知った。 

・ヒラタアブの仲間（長さ１０ｍｍ前後）を初めて認識した。 

・ハラビロトンボを初めて観察でき、♂♀の違いを認識できた。 

・赤い蜻蛉のシヨウジョウトンボ♂♀を観察できた。 

・調整池の小さな用水路沿いにはたくさんの生きものを観察できた。蜻蛉の仲間、メダカなどの魚類、湿地性の植物、貝

の仲間、昆虫（蝶、バッタ類、蜂の仲間）など、この公園で最も多様な生きものに出合いました。 

自然あそび館前でネジバナの花から観察開始   色鮮やかなネジバナが咲き始めた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用水路を覆うウチワゼニクサ            ウチワゼニクサとカワジシャとヒラタアブの１種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ショウジョウトンボ♂      ハラビロトンボ♂        ベニシジミとシロツメクサ 

                                              

 

 

 

 

 

 

撮影 6/15：田村耕作 
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会員からの投稿 （1） 渋田和美 

6 月28 日梅雨の晴れ間に福津市内の海岸へ 

海岸入り口には昔からサボテンがありますが、初めて

サボテンの花を見ました。 

この日は花盛りであちこち咲いてました。 

独特の香りがしてきたのでこれはいる！と思いな 

がら歩くとやはり、クルマバアカネです。 

浜にはたくさんのコウボウムギ久しぶりの散歩でした 

会員からの投稿 （2）秋山芽生子 博多湾の東部を中心に活動中 

博多湾東部の和白干潟、雁の巣の干潟、その周りで２０２４年６月に見かけたいきものを紹介します。 

 

 

 

 

 

 

写真はキアシシギ・タマシキゴカイ（卵、糞塊）・ヤマカガシ・セッカ・クロベンケイガニ・ハマナデシコです。 

会員からの投稿 （3） 志賀壮史 

7月7日（日）鴻巣山で見かけたアサギマダラです。 

「こうのす里山くらぶ」の 11人で、園路に倒れていた 

枯れ木を片付ける作業をしていました。 

アサギマダラはフワフワと飛んで、水路の底で水を 

飲みはじめました。ソッと近付いて撮りましたが、 

かなり近くでもジッと動かず水を飲んでいました。 

この日はとても暑くて、人間たちは１１時半には作業終了。 

みんなでアイスを買って森の中で食べました。 

蝶も水分補給しないといけませんね。 

会費振込について  

会計年度は 6 月から翌年 5 月末までです。会員の皆様、２０２４年度会費を、各自ご確認の上、郵便局にて下

記の郵便振替口座に振り込みをお願いいたします。 

年会費：2000円   郵便振替口座：福岡県自然観察指導員連絡協議会 01760-9-15783 

定例会に参加してみませんか？ 

次回の定例会は、令和 6 年８月９日（金）午後２時より事務局で行います。令和 6 年８月号の原稿は、8/6（火）

までに届くようにお願いします。なお、原稿を掲載するに当たっては編集担当にお任せ願います。 

○２０２４年度の定例総会、６月３０日（土）開催しました。その報告を６ページ以後に掲載します。 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

編集後記 2024 年 6 月の定例発送会は、藤川渡と田村耕作が、それぞれの自宅で作業。 

 くすのき 6 月号の感想をいただきました。 

６月号の感想：地衣類のコアカミゴケを紹介されている方がありますね。私も見てみたいと思っています。 

アクロス福岡の川側の擁壁の上にはヒメジョウゴゴケがいてかわいいな、と思います。 

地衣類は年中いてくれるので観察会でも頼り（？）になりますね笑 （志賀壮史） 

 

 時々、散策する路上に隣接した庭先で半夏生を見かけました。 

いつも散策しているのに、気がつかなかった。同じ路を歩いていても、入ってくる 

情報は、受けての五感に寄るのでしょうか。（田村） 

 

 

 

２０２４年 7/4 自宅近くで見かけた半夏生 
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6/30 自然観察会と２０２４年度定例総会の報告 

春日公園自然観察会 令和 6 年 6 月 30 日（日）【参加者数】10 人（会員８名と活動に興味ある２名）【担当】、田村耕作 

観察は、１０時から約１時間かけて、自然あそび館・調整池～ショウブ池～噴水広場～自然あそび館で歩いた。 

観察内容 小雨、２５℃で開始。ネジバナ、たくさんの菌類を観察した。 

１０名で散策開始          小さなネジバナにも   テングタケ科の仲間  ベニタケ科の仲間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この後、あそび館にもどり、定例総会を開催した。                   撮影 6/30：田村耕作 

 

◆2024 年度     福岡県自然観察指導員連絡協議会・定例総会    ◆ 

                      福岡県自然観察指導員連絡協議会 事務局 

◆定例総会の議題                      

 1）2023 年(2023 年 6 月～2024 年 5 月) 活動報告  

 2）2024 年度活動計画 

 3）決算と予算について 

   4）事務局体制                               2024・6／30 

春日公園あそび館 にて      

議題内容                              

1） ２0２3 年度（２０23／６～２０24／５） 活 動 報 告 

・春日公園での自然観察会を２０２３年６月から２０２４年５月まで１２回実施した。  

 今年度も、コロナ禍の拡散防止のための配慮しつつの活動となった。 

・2024 年５月 20 日〰27 日  福岡市役所の生きものと私たちのくらし展  参加         

・その他関連 ＊『自然感 くすのき』のシリーズについて、続いています。 

★会報の１ぺ－ジの生きもののいる風景（第 335～346 号）継続中。 

投稿者「さんじゃく」。  

★春日公園自然観察会報告（12 回）★私のデジカメ日誌より（12 回）★窓越しの自然観察 

より（６回） 

★博多湾東部の生きもの姿投稿 （秋山芽生子 合わせて５回） 

★会員各位の投稿（合わせて２５回）  

【その他関連】 

 春日公園での探鳥会に協力（日本野鳥の会福岡支部とナイス福岡の共同実施）     

 毎月第１火曜日の１０時から１２時まで。毎回 20～30 名の参加者有り。 

【各会員の所属する団体の活動例】 

◇三国丘陵の自然を楽しむ会 松永紀代子会員活動報告 

★ 筑紫野市の南端、小郡市の北端、佐賀県の東端に位置する三国丘陵、２００４年に会を立ち上げ、その間コツコツと

目撃したものを記録してきました。 月に１回定期的に観察会を行い、また、会員諸氏のフィールドの目撃記録を月に１回

（会報・付録として）配布しています。  

毎月観察会１回、会報・付録（主に会員諸氏の目撃記録）を月１回配布 下記

の号は、会報・付録の号  

その他、希少種の保護のための草刈りなど   

三国丘陵の自然を楽しむ会 ２０２３年７月～２０２４年６月の活動報告  

代表 松永紀代子  

７月１日 天気予報を見て中止に。それでも会報・付録１９０号配布  

９月２日 １２名参加 会報・付録１９１号                                  

                ― ６ ―              ナイス福岡第３４７号より 

      



 

駐車場→コガマ池→西の田→周回路で北へ→館北側を時計回り→館東の平たい階段のところで終わり  

１０月７日 ９名参加 会報・付録１９２号  

駐車場→コガマ池→南のコナラ林→駐車場端の芝生→東の池→北側  

１１月４日 ６名参加 会報・付録１９３号  駐車場→コガマ池→西のコナラ林→西の田  

１２月２日 ７名参加 会報・付録１９４号  

駐車場→コガマ池→資料館前庭→桜のトンネル→弥生の丘→イヌビワ小径→桜のトンネル→資料館  

１月６日 ８名参加 会報・付録１９５号  駐車場→コガマ池→西の散歩道→館北側→館東の池  

２月３日 ８名参加 会報・付録１９６号  駐車場→コガマ池→西の散歩道→館北側→館東の池  

３月２日 １０名参加 会報・付録１９７号 駐車場→コガマ池→西の散歩道→西の田→館北側→館東の池  

４月６日 ７名参加 会報・付録１９８号 駐車場→コガマ池→西の散歩道→西の田→館北側→館東  

５月４日 ９名参加 会報・付録１９９号  

 駐車場→コガマ池→館前の広場→桜のトンネル→弥生の丘→イヌビワ小径→桜のトンネル→すぐ下  

６月１日 ９名参加 会報・付録２００号  駐車場→コガマ池→西の散歩道→西の田→館北側→館東 

◇ つるた自然塾（鶴田義明会員） 主な活動（2023年度）   

5.28 集中講義「体験活動の指導法」「ﾈｲﾁｬｰｹﾞｰﾑ」 （大学構内及び教室、学生 23 名）：福岡教育大学 

6．4 「環境わくわく出前授業」「ﾈｲﾁｬｰｹﾞｰﾑ in 長谷ダム」（1～6 年 32 名）：福岡市環境局・香椎青少年育成連合会 

6.6-8「総合的な学習」『自然となかよくなろう！―ﾈｲﾁｬｰｹﾞｰﾑ―』（校庭と周辺、小学 3 年 181 名）筑紫野市立筑紫小学校 

6.16 「環境わくわく出前授業」「校庭の樹木となかよくなろう！」（校庭、小学 5 年 73 名）：福岡市環境局・福岡市立高宮小学校 

7．11 「環境わくわく出前授業」「園庭の自然となかよくなろう！」（園庭、幼児 61 名）：福岡市環境局・福岡幼稚園 

8.19 「環境わくわく出前授業」「自然となかよくなろう！」 （校庭、1～6 年 16 名）：福岡市環境局、東吉塚公民館 

9.23 四季折々のﾈｲﾁｬｰｳｫｯﾁﾝｸ㊳ 「頓宮の森の自然と歴史を楽しむ」（大人 12 名）：つるた自然塾 

9.29 「環境わくわく出前授業」「自然となかよくなろう！」（香椎浜南公園、年長 42 名）：福岡市環境局・香椎浜保育園 

10.25 「環境わくわく出前授業」「自然となかよくなろう！」（山王公園、幼児 84 名）：福岡市環境局・光薫寺保育園 

11.7-.8 「環境わくわく出前授業」「園庭の自然となかよくなろう！」（園庭、幼児 79 名）：福岡市環境局・野方保育園 

11.27-.29 「総合的な学習」 『植物のふしぎー種―』（図工室、小学 3 年 

181 名）筑紫野市立筑紫小学校      ほか 

活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 堀謙治会員（福岡市西区在住） 主な活動（2023 年度）報告   

私は「西区まるごと博物館推進会」という地域ボランティアの自然部会で自然観察会などを行っています。 

堀謙治が所属している「西区まるごと博物館推進会」自然部会の２０２３年度の活動 

４月  ウマノスズクサプロジェクト活動    ジャコウア

ゲハの食草の保護活動を橋本駅近くの室見川河畔で 

５月  西区どんたく広場にて西区まるごと博物館の活動

ＰＲ、新規会員募集 

自然観察ウォーキング in 今宿野外活動センターにて 

  自然観察会とネィチャーゲーム 

６月  生松海岸ウォーキング・下山門公民館より依頼/親

子で楽しもう in 今津運動公園   

ＡＭ：紙飛行機作成と滞空時間競技  

ＰＭ：長浜海岸自然観察 アメリカネナシカズラ ニホンハナダカバチ クロコウスバカゲロウ等 

７月  自然講座「魅力いっぱい室見川の自然」  

講師は福大の山崎 惟義氏（室見川再生を語る会 会長）伊豫岡 宏樹氏（室見川再生を語る会）ウマノスズクサプロジェクト  

８月  親子手作り教室（壱岐南公民館 バードペインティング） 

９月  植物観察入門 in 生松海岸 ウマノスズクサプロジェクト＆ミニ研修会 

１０月 全体イベント「姪浜中央公園 2023」室見川の自然観察 

里山で遊ぼう in かなたけの里公園 自然遊び・ネイチャーゲームと自然観察 
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11 月  自然観察ウォーキング in 今津 今津自然観察と水産センターでカブトガニ等の学習 

１２月 自然部会研修会 東与賀 

３月  自然観察ウォーキング in 室見川 

 

◇ NPO 法人グリーンシティ福岡 志賀壮史 最近の活動報告 

近況としては、先週末（５月中旬）、関東の森林ボランティアの皆さんにお招きいただいて安全管理の講習を行ってきまし

た。熱中症も年々気をつけなければいけなくなってきていると気がしますので、安全管理についての知識や備えもアップ

デートしていかないと、と考えています。 

2023 年度も、主に NPO 法人グリーンシティ福岡の事業として、観察会や自然体験イベントなどを行ってきました。新しい

取り組みとしては、2024 年 4 月からスタートした主催事業「まちなか森のガイドウォーク」があります。毎月第２土曜日、

地下鉄や西鉄の駅から２時間で往復できる範囲で、身近な森や樹木、社寺や史跡などをガイドして歩くイベントです。 

４月は薬院大通駅を出発し、小烏神社や赤坂緑地を巡るコース。 

５月は桜坂駅から南公園をまわって金刀毘羅神社に抜けるコース。 

自然観察も歴史のお話も楽しいですが、以前より歩くようになったのが自分の健康にい

いだろう、と気に入っています（笑）。 

 

 ニホンアカガエルの卵塊を観察（２０２４年１月） 

                                                                               

 

 

◇ 山本勝 会員活動報告                      ２０２４．６．１７ 

２０２３年７月～２０２４年６月  毎月の「くすのき」に「私のデジカメ日誌より」を投稿。 

２０２４年４月  日本野鳥の会福岡支部・植物園野鳥写真展に作品提供。 

コロナ禍はだいぶ落ち着いてきていますが、私個人の体調の問題により対外活動は全面的に停止しております。 

腰や膝の不調に加え、呼吸や心臓の状況が良くなくて、医師によれば加齢と運動不足ということでしたが、アキレス腱炎・

足底筋膜炎になり、今度は歩きすぎと言われる始末です。 

今後、ひとりまたは家内と二人での散歩などで、マイペースな観察活動のみカメラを片手に楽しみます。 

以下は、今期特に印象に残った映像です。 

 

ゴマダラチョウ産卵     ゴマダラチョウ幼虫 ヒレンジャク・キレンジャク ベニツチカメムシ 

230912 唐津市七山      蛹化準備       240208 春日公園    240527 筑紫野市天拝坂 

              240422 福岡市植物園付近  

 

◇山本廣子会員（和白干潟を守る会）の主な活動報告 

和白干潟の自然の大切さを伝える活動や自然を守る活動に取り組んで 35 年が過ぎました。2023 年度は新型コロナウイル

ス感染症が 5 類に移行して、活動がしやすくなりました。和白干潟の自然観察会は年間 6 回開催しました。360 名の参加

がありました。自然観察ガイド講習会は 5 月と 7 月に分けて実施しました。

「和白干潟の楽しさ再発見の観察会」のテーマでした。クリーン作戦は年間

12 回実施しました。鳥類調査については「環境省モニタリングサイト 1000

シギ・チドリ調査」を年間 9 回実施しました。以下はその例です。 

１．2023 年 6 月 12 日（月） 和白小学校 4 年生 104 名 

  と先生 5 名の和白干潟自然観察会  

和白干潟を守る会の自然観察ガイドは 7 名 

２．2023 年 9 月 29 日（金） 「モニタリングサ

イト 1000 秋期シギ・チドリ調査」を博多湾東部

で行いました。和白干潟を守る会の調査員は 8 名 
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３．2023 年 11 月 25 日（土）和白干潟のクリーン作戦と 

自然観察は、41 名参加 和白干潟を守る会会員は 15 名 

 

 

2）《 2024 年(2024 年 6 月～2025 年 5 月) 活動計画 》              

＊ 九州歴史資料館周辺での観察会 三国丘陵の自然を楽しむ会に協力。奥

山ではなく、すぐ足元にある身近な自然に目を向けてもらうために、今後と

も観察会を継続。              

＊ 福岡県立春日公園での観察会協力予定と自然あそび館の活用             

＊ ナイス福岡のホームページ掲示板の活用                      

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････    

『春日公園でのいろいろな観察会』は継続して実施したい。 

 毎月第１火曜日 １０時から１２時まで 定期的な探鳥会 

 毎月第３土曜日 １０時から１2 時まで 定期的な自然観察会 

 毎月第４日曜日 ９時から１２時まで 定期的な野あそびの紹介 

◇「この場所で実施したい」という候補地を挙げて、みんなで協力して実施しましょう！ 

 その他、自然観察を楽しみたい場所があれば、提案して下さい。自由な方法で、そして、みんなで楽しみ、自然保護 を

考えていきたいと思います。 

 毎月１回『第２金曜日』は、定例会で会報発送と情報交換を！是非参加してください。 

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

3）２０２３年度会計報告、２０２４年度予算 

  会計の宮原俊彦から報告。  別紙 参照。                   

4）事務局体制  について                       

《２０２4 年度役員 案 》新しい会員の参加を希望                

 代表：田村耕作、事務局長：保留 

事務局：藤川 渡             

 編集：田村耕作、山本勝、松永紀代子、 

    渋田和美、宮野和子、堀謙治 

 会計：宮原俊彦 監査：堀謙治、志賀壮史 

 

 

定例総会での意見 

・今までの小野仁事務局長、都合により退く。新しい事務局長は、保留となる。 

・その他、内容は概ね了解された。 

・会費に関して、会報を郵送する場合、メールによる場合で、会費を分けることを検討しては、どうか。 

それに対して、現状の状態を継続していいのではないか。メールで対応できる会員だけではない。 

等ありましたが、現状のままで進めることになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今、観察会では、図鑑よりもスマホが必需品かな 
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2023年決算報告（2023年6月1日から2024年5月末）
（収入） （単位:円）

　項目
予算
(a)

決算
(b)

差
（ｂ-a）

備考

繰越金 135,796 135,796 0
会費 100,000 92,000 -8,000 会員数39名（総会時8千円、郵便振替84千円）
その他 204 18,700 18,496 観察会参加費18,700円
合計 236,000 246,496 10,496 (会費収入)/会員数（39）≒2，358円/人

（支出） （単位:円）

　項目
予算
(a)

決算
(b)

差
（a-b）

備考

総会運営 1,000 740 260 監査資料送付、コピー代等
会報発送 50,000 39,852 10,148 送料19,164円　印刷代20,688円

事務局費 70,000 70,000 0
事務局定額経費12ヶ月＊5千円
ホームページ作製管理1万円

予備費 95,000 70 94,930 規約、総会資料印刷代
合計 216,000 110,662 105,338 支出計/会員数（43）≒2,837円/人
収入額-支出額＝次年度繰越金

246,496 - 110,662 ＝ 135,834
135,834 円は次年度繰越金

会計監査報告
　会計報告をいたします。支払い資料を確認した結果、適正に処理されていました。
　金額の不備もありませんでしたので、謹んで報告いたします。

2024年6月28日
　　　　　　　　　　　　　堀　謙治
　　　　　　　　　　　　　志賀 壮史

2024年予算（2024年6月1日から2025年5月末）
（収入） （単位:円）

項目
本年予算

(a)
昨年
（ｂ）

差
(a-b)

備考

繰越金 135,834 135,834 0
会費 92,000 100,000 -8,000
その他 166 204 -38
合計 228,000 236,038 -8,038

（支出）

項目
本年予算

(a)
昨年
（ｂ）

差
(a-b)

備考

総会運営 1,000 1,000 0
会報発送 40,000 40,000 0

事務局費 70,000 70,000 0
事務局定額経費12ヶ月＊5千円
ホームページ作製管理等

予備費 117,000 125,000 -8,000
合計 228,000 236,000 -8,000  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今、子育ての時期です。近所の緑地公園の池で見かけたバンの雛 （7/4 撮影） 

 

― １０ ― 


